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は　じ　め　に
　2017年 8月，台湾統合失調症学会の特別講演に
招待された際に，九州大学精神病態医学教室（以
下，九大精神科）と台湾大学精神科との関連につ
いて少しふれたところ，台湾大学精神科の謝明憲
先生に，貴重な資料があるからぜひ持ち帰るよう
にと言われ，「台大醫院精神部五十年紀要」4）をい
ただいた．国立台湾大学（臺灣大學）は，7番目

の帝国大学として，「日本統治時代（日治時代）」
の 1928年に台北帝国大学（臺北帝國大學）として
設立され，終戦後に国立台湾大学となり現在に至
る．台北帝国大学時代，3人の高名な精神科医（中
村讓，竹内八和太，中脩三）が台湾の精神医学の
創成期に活躍し，その礎を築いた．台湾の精神医
学は終戦とともに，台湾初の精神科教授であり，
台湾における精神医学の父といわれる林宗義に継
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　国立台湾大学医学部精神科が 1996年に出版した「台大醫院精神部五十年紀要」に掲載された日
治時代精神病學史について翻訳を行い，他の資料より情報を追加したうえで，若干の解説を加え
た．国立台湾大学（臺灣大學）は，7番目の帝国大学として，1928年に台北帝国大学（臺北帝國
大學）として設立され，終戦後に現在の国立台湾大学に改名された．台北帝国大学時代，3人の
高名な精神科医（中村讓，竹内八和太，中脩三）が台湾の精神医学の創成期に活躍し，その礎を
築いた．台湾の精神医学は終戦とともに台湾初の精神科教授である林宗義に継承され，今日まで
発展を遂げている．紀要には，日治時代の台湾における当時の授業の様子と，同国の精神医療の
事始めの状況が克明に記録されている．これまで，日治時代の台湾の精神医学・医療の状況は，
風祭や橋本らが報告しているが，本資料は現代の台湾の精神医学者による精神医学史という点で
意義深く思われる．
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承され，発展を遂げた．紀要には，日治時代の台
湾における当時の授業の様子と，同国の精神医療
の事始めの状況が克明に記録されている．これま
で，日治時代の台湾の精神医学・医療の状況は，
風祭2）や橋本1）らが報告しているが，本資料は現
代の台湾の精神医学者による精神医学史という点
で意義深く思われる．以下，黃先生ら原著者に翻
訳と写真使用に関する著作権の許諾を得て，「台
大醫院精神部五十年紀要」に掲載されている，「日
治時代精神病學史」について，九州大学実践臨床
心理学講座の王が主に翻訳を行い，九大精神科の
平野がそれを修正し，他の資料より情報を追加し
たうえで，若干の解説を加えた．本資料が，日本
ならびに台湾の間に複雑に織り込まれた精神医学
史を紐解くうえで，参考になれば幸いである．

Ⅰ．日治時代精神病學史
　1． 中村讓教授時代
　本校（現国立台湾大学医院精神医学部）は，1897
年 4月 12日に台北病院附属医学講習所の設立か
ら，台湾総督府医学校（1899年 4月 1日）の時代
を経て，1901年に初代の学部 4年生を迎えた．そ
れに合わせて精神病理学の授業も時間割に追加さ
れ，4月から 7月までの第 1学期は毎週 2時間，9
月から 12月の第 2学期は毎週 1時間の頻度であっ
た．当時，医学校の医師教員は軍医 2名を含み，わ
ずか 9名のみで，1人の教員が 2～3教科を担当し
ていたことから，当時いかに医学部教員が不足し
ていたかがわかる．また，時間割に精神病理学の授
業があるにもかかわらず，当時，実際に精神科を専
門とする医師はいなかったため，まともな精神科
の授業が実施されていなかったことがうかがえる．
　1910年 1月 7日，東京医科大学（現東京大学医

学部）の呉秀三教授と助手 2名が来台し，台中県
郡大藩で 3ヵ月にわたるクレチニズム（先天性甲
状腺機能低下症）調査を行っていた．呉秀三教授
は東京帝国大学医学部精神科の二代目教授であり
（片山國嘉教授併任の時期を考慮すれば三代目），
日本における精神科領域の第一人者でもある．当
時助手の一人であった中村讓＊1は，台湾に精神科
医療が存在しないことに気づき＊2，1916年から基
隆病院院長を務めながら，精神科の診療を開始
し，同院での入院体制を整えた．基隆病院は台湾
総督府が各地に設置していた病院の 1つであり，
対外貿易の拠点である基隆（台湾の北部）に位置
する．中村讓は当初，台北病院と，本校の専任教
授の職を断り，あえて，規制が少なく，臨床も研
究も自分の意志で自由に行える基隆病院を選ん
だ．当時の台湾において，中村讓は唯一，精神科
治療を専門とする医師であり，裁判所における訴
訟事件の精神鑑定も依頼されていた．その多くの
仕事が基隆病院で行われていたため，当時の基隆
病院には精神科外来診療や病棟があったと思われ
る．
　1917年，台湾総督府医学校三代目校長である堀
内次雄が，中村讓に医学校の嘱託講師を委任した
ことによって，はじめて精神病理学講義が精神科
医による開講となった．翌年の 1918年，中村讓は
台湾総督府医学校専門部教授としての依頼を受
け，初代教授として就任することになる（図 1）．
　当時，実習に相応な資源がないゆえに，中村讓
は，日本のテキストや，これまでに行われた鑑定
報告を題材に授業を行った．1つの症例鑑定にか
かる時間は約 1ヵ月から 3ヵ月であり，裁判所に
提出する鑑定報告書は 25～50ページほどの内容
であった．これらの症例をとおして学校側も精神

＊1  台湾総督府医学校時代に，精神医学教室を設立した初代教授．森田正馬の神経質概念の確立に先駆けて，「神経質と其
療法」という本を著し，森田正馬に大きな影響を与えたとされる．また彼は，長年，警察官訓練所で，犯罪精神医学
の講義を行い，犯罪精神医学分野や精神鑑定に重大な影響を与えたといわれる．

＊2  1895年に台湾の日本統治が始まり，1899年に創設された「台北仁濟病院」が台湾における精神病患者収容にかかわる
最初の施設であるが，この施設は，日本統治以前に存在した救恤（きゅうじゅつ）施設の養済院などを引き継いで発
足した．当初は，いわば救貧施設のなかに，精神病患者も混在する形で収容されており，1922年に正式に精神病患者
収容施設（台北仁濟病院）を設置したことになる．
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病理学の紹介を行った．精神病鑑定第 1集に 3つ
の症例，1920年から 1921年の第 2集に 3つの症
例が掲載され，精神病診断過程に関する文章およ
び鑑定報告は，当時の医学界に大きな影響を与え
た．
　中村讓は，1925年から 2年間ヨーロッパに留学
し，河田直吉が代わりに基隆病院院長代理を務
め，医学専門学校は当時の台北仁濟病院の精神病
棟主任である竹内八和太が科長代理を務めた．そ
の頃，台北仁濟病院は台湾総督府医学校の精神病
実習診察所として指定された．それまで台北仁濟
病院は主に貧困の住民や身寄りのない老人を受け
入れていたが，1922年 11月から，精神病専用の
病棟を設置し（病床数 10），台湾における初の精
神病患者の受け入れ施設となった（図 2）．1925
年，基隆市緑町で「基隆養命堂」が設立され（病
床数 10），台湾の 2番目の精神病患者収容施設と
なった．
　中村讓は 2年の留学を経て 1927年に帰国し，基

隆病院院長の職や本校精神病科教職に復帰し，
1929年 4月に台北市宮前町に病床数 41の私立の
養浩堂病院を設立した＊3．同時に本校の精神科の
教職を辞退し，委託講師となった．精神科におけ
る教職は竹内八和太が引き継いだ．しかしなが
ら，私立養浩堂病院は不幸にも 1930年 3月，開業
1年間足らずで患者の院内放火により閉院を余儀
なくされた．この火事は数名の死者を出す惨劇と
なり，社会世論の焦点となった．それをきっかけ
に，精神病患者の入院医療施設を含む医療資源が
不足していることが明らかになった．1932年，私
立養浩堂病院は台北市内の内埔に建て直され，37
名の患者を受け入れられる入院施設となった．そ
の後，数ヵ所の精神病診療所が設立されたが，
1935年以前の台湾では私立養浩堂病院が代表的
な施設であった．当時の精神病患者は，梅毒の第
3期である神経梅毒の患者であることも少なくな
く，治療が難渋することが多かった．
　1932年，3ヵ年計画として 27万円（現在の額で
約 8億円相当）の予算を台湾総督府が計上し，精
神疾患を専門とする公立の病院「府立養神院」（病
床数 100）を開設し，1935年 2月から外来診療が
開始された．府立養神院は当時の台湾において，
最大規模の精神病院となり，1936年には高木秀人

図 1　 中村讓（台湾総督府医学校
専門部初代教授）

＊3  1925年に台北仁濟病院に次ぐ 2番目の精神病患者収容施設として，台湾北部の基隆に基隆養命堂が発足した後，台北
医学専門学校の精神科教授を辞した中村讓が 1929年に台北に養浩堂病院を開設した．この養浩堂病院が台湾最初の精
神病院であったといわれている1）．

図 2　台北仁濟病院（1929年）
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が院長職に就き，1937年には加藤重喜がそのあと
を引き継いだ．府立養神院は創立以来，台北医学
専門学校精神科指定の実習病院となり，臺北帝國
大学附属医学専門部精神科時代（1936年），臺北
帝國大学医学部精神病科時代（1938年）を経て，
光復（台湾における日本統治の終了）に至る歴史
をたどった．
　府立養神院以外に社会事業団体も精神病院の設
立に携わるようになり，1936年 11月には台中に
病床数 40の静和病院が，1938年には台南近郊に
病床数 14の私立永康荘病院が開院した．
　1936年 2月に精神病監護法および精神病院法が
公布されてから，翌年に私立養浩堂病院および永
康荘病院は指定精神病院となり，静和病院は指定
代用精神病院となった．1937年に中日戦争が，
1941年に太平洋戦争が始まり，病院を建設する経
済的な余裕がなくなった．そのため，終戦まで，
台湾全島における 9ヵ所の精神病診療所の病床総
数はわずか 387であった．

　2． 竹内八和太教授時代
　1929年，竹内八和太（図 3）が台北医専精神科
教授に就任し，精神病学実習では中村讓と同じく

鑑定報告を題材にしていた．例えば，＜致傷被告
人の精神状態鑑定例＞の一文が，台北医専校友会
雑誌（1929年 9月第 70号）に発表されているが，
それ以降の文章は見あたらない．また，台北仁濟
病院内で撮影された竹内八和太と学生の写真のな
かに，当時の隔離室の設備が映っていたが，それ
は刑務所レベル以下のものであり，その光景から
も当時の精神病患者が受けた待遇が想像できるだ
ろう（図 4）．
　台湾総督府は，精神病患者がおかれている社会
的な問題を認識し，1923年から 1934年にかけて
計 4回（1923，1926，1931，1934年）の大規模な
疫学的調査を行った．その結果，精神病の罹病率
は 1万人あたり，5.74→5.81→6.22→6.54人と，増
加傾向を示していた．
　1935年 2月 1日から府立養神院の外来診療が始
まり，同年 5月に第 5回目の疫学調査が行われ，
警察によって経過観察と認めたのは 3,841人で
あった．そのうち隔離を要する患者は 327人，保
護観察を要する患者は 528人であった．罹病率は
1万人あたり 6.9人に上昇した．

　3． 中脩三教授時代
　1934年に中脩三が竹内八和太教授のあとを引
き継ぎ，九州大学医学部精神科講師から台北帝国
大学医学部精神科初代教授に就任し，併せて総督
府精神病院医長の職も兼任することになった（図
5）．中脩三は教授就任後半年ではじめて同院で入

図 3　 竹内八和太（台湾総督府医学校
専門部二代目教授）

図 4　台北仁濟病院の隔離病室（1929年）
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院病室を開設したことになる＊4．
　一方，台湾の精神科領域をリードし，20年近く
活躍していた中村讓は，府立養神院が創立されて
以降，徐々に台湾の精神病理領域の表舞台から去
り，学校改革に伴い，1938年中村讓と中脩三はそ
れぞれ，台北帝国大学医学専門部精神科講師と教

授となった．中村讓が最後に台北帝国大学医学部
学友会雑誌に投稿した論文は「心神喪失者の精神
状態鑑定例」で，それ以降精神病学に関する論文
は台湾医学会雑誌で発表するようになった．
　中脩三教授の研究は主に，①脳の生化学的研
究，②電気けいれん療法的研究，③熱帯地域にお
ける精神医学的研究であった＊5．中脩三教授によ
る指導のもと，宗本尚徳（旧名宋尚徳）と分島俊
（養神院院長），および奥村二吉らは台湾医学会雑
誌に論文を発表し，当時の台湾精神神経病治療の
発展に大きく貢献した＊6．その後，1939年に奥村
二吉と米山達雄が精神科教職に加わり，精神病理
学を専門とする医学教員は 6人となった＊7．
　1943年 1月，奥村二吉助教授は九州帝国大学医
学部精神科の講師に転任し，同年 2月に京都帝国
大学医学部精神科の黒澤良介がそのあとを継ぎ，
台北帝国大学医学部精神科助教授となった．同
年，助手であった新福尚武，小林正道，八木俊一
ならびに井上素の 4名が軍医として召集されて職
を離れた．その結果，当時の精神科における治療
従事者は残った日本人 2名のみとなり，人手不足
は日常の診療に支障をきたしていた＊8．
　1945年 8月 15日の終戦とともに，中脩三教授

図 5　 中脩三（台北帝国大学精神科
初代教授）

＊4  中脩三はその後，1937年に医専正教授となり，同年台湾総督府在外研究員の身分でドイツ，イギリス，アメリカ，フ
ランスの各国に留学し，その間の 1年半は米山達雄が科の主任代行を務めた．なお，設立当時の台北帝国大学教授は
勅任官で，海軍士官に準じたサーベルを吊った制服をもち，その待遇も内地に比べ格段によく，研究費も潤沢であっ
たという2）．

＊5  さらに中脩三は，社会精神医学，精神衛生学，高砂漠族（台湾原住民）の精神医学研究，臨床研究と幅広い研究に従
事し，台湾の精神医学の発展に大きく貢献した．

＊6  戦前の中脩三教授の医局には，博士論文作成目的でかなりの数の研究員がいたようであるが，その実情はさだかでは
ない（図 7）．

＊7  1941年 5月には，渡辺元が助手として赴任した．彼の手記によると「当初病室は半地下室で，全室ベッド付きの大部
屋であった．その後鉄筋コンクリートの高層建築ができ，病室は二階となったが，鉄格子がないので 5～6名の患者が
飛び降り，うち 1名が死亡した．電気けいれん療法を多数行い，1942年東京で行われた日本精神神経学会総会に発表
した．戦時中には一部薬品が不足し，特にキニーネが不足していたが，インスリンも不足し，インスリンショック療
法を行うことができなかった」と書かれており3），当時の病棟の様子がうかがえる（図 8）．

＊8  1939年から 1945年に至る 7年間に入院治療を受けた 780人の患者集計表（退院時診断名，日台籍別，性別）を図 9に
示す．分裂病（原記載のまま）は緊張型と破瓜型が大部分を占めており，精神分裂病反応と合わせて 161人（21％）で
案外少なく，特に目立つのは進行麻痺 86人（11％）である．表中に日本籍患者が多いのは，当時，台北市居住人口の
うち日本人が半数以上を占めていたためであり，女性に比べ圧倒的に男性の比率が高い．日本人男性が 338人（43％）
で最も多く，台湾籍女性が 78人（10％）で最も少ない．酒精中毒（アルコール中毒）のほとんどが日本人男性であっ
たことは特筆に値する．
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は 8月に日本に帰国し＊9，精神科診療を黒澤良介
助教授と 2名の助手で支える形となった．その後
黒澤良介助教授＊10は仕事を後任の林宗義＊11（図
6）に引き継ぎ，1946年 12月 26日に帰国した．
日治時代は 1916年から 1945年にわたっての 30年
間であった．日治時代の台湾の精神医学の発展は
終戦をもって一区切りがついたことになる．

お　わ　り　に
　巨人の肩の上に立つことでしか見えない景色が
あるとするならば，日本の精神医学において見渡
すことができる今の広大な景色は，ここに登場し
た偉人達の血の滲むような努力の賜である．現代
の台湾の精神医学者の視点で書かれた貴重な本資
料が，日本ならびに台湾の間に複雑に織り込まれ

図 7　中脩三教授とその門下生

＊9  公式の記録（九大人事記録）や文献では，中脩三は 1945年 8月 30日に戦闘機で福岡市の雁ノ巣飛行場に帰国したと
いうことになっているが，実はその 1ヵ月以上前に海路にて密かに徳島の実家に帰っていたことを後日遺族が証言し
ている．

＊10  黒澤良介はその後，中国に徴用され，国立台湾大学副教授としてしばらく台北に残り，1946年 12月まで旧台北帝国
大学医学部の学生に精神病学を講義した．帰国後，三重県立医専（現三重大学）精神科教授に就任した．

＊11  林宗義は台湾で初の精神科医であり，台湾の精神医学の父といわれている．旧制台北高校を卒業後，東京帝国大学医
学部を 1943年に卒業し，同精神科に入局し研鑽を積んだ．太平洋戦争終結後，すべての精神科施設は中華民国に引
き渡され，林宗義が 1947年に国立台湾大学医学院精神科の講師，次いで初代主任教授となり，アメリカやイギリス
に留学した後，後進の育成に尽力し，台湾の精神医学は，彼の指導のもとに大きく発展した．後に彼は，WHO顧問，
ミシガン大学教授，ブリティッシュコロンビア大学教授を歴任している2）．

図 6　 林宗義教授（国立台湾大学医学院精神科
初代主任教授）
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図 8　台北帝国大学医学部精神科

図 9　 1939年から 1945年に至る 7年間に入院治療を受けた
780人の患者集計表
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図 10　当時のカルテ
電子カルテになる前の九州大学病院精神科神経科のカルテ様式と酷似している．なお，台湾大学附属病院で
は，1950年頃まで，日治時代のカルテ用紙がそのまま使われていた．患者は 30歳日本人男性，主訴は「頭
ガシビレテコタエヌ」．カルテ表紙に記載されていた診断名は神経衰弱（Neurasthenia）．
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た精神医学史を紐解く際の一助となり，さらには
両国現代精神医学の発展の礎を考察する際の参考
になれば幸甚である．本論文に記載した病名は当
時のものである．

　なお，本論文に関連して開示すべき利益相反はない．

　謝　辞　本資料を提供していただいた，国立台湾大学精
神医学部の黃宗正教授と謝明憲助教には，この場を借りて
改めて深謝したい．
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Development of Psychiatry in Taiwan and its Relationship with Japan：From the Bulletin 
of 50th Anniversary National Taiwan University Hospital Department of Psychiatry：

History of Psychiatry in Taiwan during Japanese Imperial Period
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　　In this article, the authors translated the chapter titled“History of Psychiatry in Taiwan 
During Japanese Imperial Period”in“Bulletin of 50th Anniversary National Taiwan University 
Hospital Department of Psychiatry”, published by Department of Psychiatry, Medical School, 
National Taiwan University（NTU）in 1996, with adding some information and captions. NTU 
was initially founded as Taihoku Imperial University, the 7th Imperial University in 1928 dur-
ing the Japan rule age. After World War Ⅱ, it renamed as NTU. During the Taihoku Imperial 
University period, three prominent psychiatrists（Jyo Nakamura, Yawata Takeuchi and Shuzo 
Naka）had played a critical role in founding psychiatric hospitals and institutes in Taiwan, 
which heritage was handed down to the first Taiwanese psychiatric professor Tsung‒yi Lin 
after the World War Ⅱ. The bulletin recorded the details of the very beginning of psychiatry 
and teaching scenes in Taiwan during the Japan Imperial era. While there have been only a 
few reports by Japanese investigators, regarding the early history of psychiatry in Taiwan, it is 
of great value that this historical document of psychiatry was written by modern Taiwanese 
psychiatrists looking back on the Japan rule age.
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